
屋久島に放して
江 越 千 代

屋久島は、鹿児島県大隅半島南端の佐多岬から、約| にも、着生植物が見事に生ひ茂り、見上げる大樹に30
6伽 nをへだてた洋上、北緯.30度線萱下にあり、 我が| 種、立桐かすると50還を数えるといった有様。古木の
醸南の島である。現在の日本の島喫中、北海道、本| 樹上に、ナナカマドの喬木織をつけていたり、都
千円、四圏、九州lの四大島を除き、 佐渡島、税引に紅くけクナグがもえていたり、大樹の梢耽務の
島、淡路島、天草大島に次ぐ第 5番目の島で、瑚27 1 かれんな花を見つけたり、ただただ顧の目を見はる
.3km、南北25.2kmの心臓型の島である。 Iばかりであった。山中では、帥何度か出逢ったが、
全齢、山岳の雄団で、全九州の最高峯宮浦岳| 数千の鹿と猿の棲患が見られるといはれ、鞠達にと
C1.935m) 第 2 位の永田岳( 1 .890m) は、島の中央| っても、この島はよきすみかなのであろう。ハプが生
にあり、 東よりに第 3位の黒味岳 C1.835m) が鋒え| 息をせぬ為、小鳥たちにとってもまた楽園の島で美く
ている。これらは四国の錦、石槌山クラスの高度で、 | しいコマドリの声に目をさまし、小鳥たちのやさしい
他に1 . 500m以上の岩峯蜘n 1も数えられる。また1 .0 I慨眠った花印刷、訟にとって姓忘れられない
OOm以上の山は30余といった、山また山の重なりで島| 美くしい夢であり、再び見たい夢でもある。
が出来ている。 I|  南海の女壬ツマベニ蝶がひらひらと飛びままわって
行政的には、鹿児島県熊毛郡に属し、上、下の商屋| いたことも、郷愁にも似た香を、めぐりいっぱい漂は
久村に分れ、人口は、約21000人。海岸線から急に山| せていた、びっくりするような大樹のクチナνのあの
岳にスるという所が多いが、全島の部落は〈旧部落は| 真白い花も、王止には忘れられない。
ロある〉殆ど海岸より約 2回以内に発達したもので| 掛から上がり、島に一歩を印して、先す鳴かされた
ある。 1 ものにガジュマノレがある。一寸見た位はて樹高も計れ
海辺一帯にはパナナ、パイシアップノレ、パパイヤが lない位高く、精の先きも見えない程の空から、気根を

実り、へゴやピロワ、ガジュマル、アコクなどの亜熱| 長く池上にさらして、いったい何百年の樹齢というの
精植物が茂っているかと思うと、島の中央部の 2.000 1 か、もつれ合い、よじれあい、またかたまったりし
m 近い山岳頂帯では、冬になると白雪鎧々として、根| て、悠々と生きている不思議な姿、その不思議ないの
雪が 2 m以上にもなることが珍らしくなしアイゼ:/1 ち。全く驚きと不思議にはじまる島である。海岸に近
や、ピッケルの世界になるといった全く潜嘆すべき島 1 かい地方では、へゴの大樹や、ピロワ、 ννガジラ、
である。このように、気候の激しい変化がある上に、
始終襲う台風の影響もあって、奇妙に萎縮した植物が
あり、寒冷の高地では、北海道あたりの珍しい、美し
い樋物の群落をさへ見る。訟は幾度か厳く秀麗な岳に
登り、何十度か、何千年という原始林に覆われた深罪容
を渉って、そのあまりにも雄大な指物に、またそのあ
まりにも可憐な花に出逢って、今までにかつて味わっ
たことのない麓きとよろこびにひたり、その神秘さに
は、 何かしら限がしらの熱くなるのさえおぼえた。
訟は再び、 いやまた幾度かたづねたい衡動にかられ
た。
山の中腹は、数千年の屋久杉の原始林に覆われて、

島とも思えない深山幽谷ををつくっている。台風引受
け所の名をもって知られる屋久島のこと、 8，0 0 0 m m
という欝異的な雨が降る上に、南国のカッカツと照る
太陽の為に、あらゆる植物が悠然と生育している。老
木は亭々として空をつくばかり、下草は目を見はるば
かりに繁茂し、屋久; 杉は勿論のとこ、他の種々の樹木

オオタニワタリ、メヒ Jレギ、フトモモ、ナシテシ、マ
シリヨワ、ハナパνヨク、 V ユロチクなどにも、さん
ざん欝きの自を見はった。
500m位から上は、 何千年の老杉、千年以上の屋久

杉に変って、ヤマグルマの大樹や，ヒメ V ヤラ、ナナ
カマド、サクラツツジ、モミ、 ツガ、ユス、 ヒイラ
ギ、リヨヲプ、ヤクジマツパキなどが目につく。 1.00
O m以上の渓谷や、湿原地帯には、 ミズゴケやそワセ
シゴケ、ヤク V マトキソワ、ヤクジマジオガマ、ヤ
クνマジライトソワ、ヒメゴイワカガミ、ヤクジマリ
シドク、チャボゼキ手ノヨク、セ Y トクソウ、ヒメツJレ
アリドオ V 、ヤク乙ノマジヨワジヨウパカマ、ジヤク
ナy ガンピ、ヤクジ7 ブクロ、セ y トクソク、ヤクν
マヒメオトギ Pなどのかれんな美くしい花々が鬼られ
た。 1600mの高地帯には7¥ると、屋久島特有の、ヤク
ザサが全山を覆いはじめるが、これに、ハイピヤクジ
シ、ヤクν7νヤクナグ、ツグ、ドクダシ、ヤク γ
マミツバツツジ、ヒカグツツジなどが見られ、その
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嘆しきには、ただただぼうぜんときぜられて終った。 I 山頂に登ると、 ヤクV マクスユキソウ、 ゴメスス
ヤクνマジヤクナゲは、山頂にゆく程、葉が細く、葉| キ、イワキシパイ、ヤクV マオトギリ、ヤク乙/ マνオガ
裏の毛は深く褐色も濃くなり、花もまた紅色が濃くな lマ、ヤクジマリシドク、キスミレ、タカネニガナ、ヒ
ってゆく。幹や葉が、高嶺の酷しい寒さや風雨にも耐 l メコイワカガミ、マイズノレソク、ヤクνマνヨクマな
えて、がっちりとかまえている芯の強きにくらべて、 | どの可憐な、美しい高山植物が見られた。このように
あの花のやさしさ、あのほのぼのともえる美しさはほ| 屋久島ほど顕著に、亜熱帯から寒帯えと、垂直的に変
んとうにたとえようにもなく、しゃくなげこそは屋久 i化のあらわれるところは、他ではあまり見られないの
島での深い思い出の花である。 Iではないだろうか、そればかりではないかも知れない
小杉谷から植物を採集しながら花江河に登ったが、 | が、世界の植物学者遠からも注目されているときく。

ハナエゴ l  
昔はここの地名を 花の脅 と言っていただけに屋久| 屋久杉、ヤクνマツパ午、ヤクザナのことなども、
杉の銀白色の立枯木、老杉の偉容に加えて、ハイピヤ| 縞物学者の間でもいろいろ問題があるようで、屋久杉
イνシの群青、ツゲの白い樹肌、それに、あたり一杯| などは樹齢は多く割問- 3∞0年に達して居り、優に世
に真白にこぼれ散り敷く花また花、桃色に、うすみど| 界の巨木樹林にも比肩され得るものであるといわれる
りに、責に、葉も見えない程の鈴なりのアセビの花| 完全な原始林の状態を保って保って亭々と聾え、 5.60
房、それらを背景にして花江河の前庭は展がる。 1mも天空につき立っている蓋は、一寸他では見られな
内地の五月の山野は、風には未だ、どこか冷やっと| い壮観きであった。

するものが残っていても、小川の水は、やわらかくぬ l ヤクザサも、弘の浅見ですら三種類程は〈きがせば
るんで、澱みがちな、何かふくらみのある温かさが感| もっとあったかもしれなしつあると思われ、室井先生
じられるが、ここ花江河の五月の庭の71 < は、まだまだ| のお土産に少し採集して持って帰ったが、やはり〈ヤ
寒冷そのもの、しかも透きとおったきれいな水だ。山| クνマダケ、カシザシチク、ハチク〉の 3種類があつ
を探ねる旅人の水場になっているが、長くは手をつけ| た。
ていられない、きれるようなきれいな水だ。私は両側| 屋久杉は昔、神木として取あつかわれ、全く伐られ
からかぶさって来ている湿原の土手に、またその水の| なかったらしいが、 300年程前に、屋久島の聖者と云
中に' 名前も知らない何種類かの可憐な植物を見つけ lわれた高僧如竹が、屋久島発展の為に、神のお告げと
た。ヒメオトギリかと思われる 5 c mにも足りない茎| 啓して、平木用( 屋根葺用〉に伐りはじめたのは有名
丈、 2 m m位の葉がうすみどりに ] m m位の、やっと! な話である D 3 c m位の切面に 50年の年輸を数えると
自につく位の黄色い花が7J<の中に透きとおって見えて| いった古杉名木は、質がちみつで、かたく、美しし
いた。花をつけていないものもフ¥ れて何種類かの植物| 今では骨董的価値があると云われている。屋久杉は、
を陛下の為に採集する。在は昨年、神戸に両陛下をお| 二、三百年、六、七百年といった年代のものが全くな

御研究の方面で、少しばかり御用をおっとめしてお iて子杉えととんでいる。了度ロマシスグレイと、ベピ
り、植物の探集の方も今・迄の三倍になったわけだ。 -1 イ群の集りのようだ。
つは先ず陛下に、一つは兵庫県生物学会のお親しい究| 今一寸思いかえしても美しく忘れられないものに、
生方に、一つは自分にと- 。屋久島の旅では、こんな| ャク V マνヤクナゲ、ハナパセワ、ブトモモ、 トピウ
こともなお更に深く、生涯忘れがたい思い出ともなろ| オバナ、アプラギリ、 V ユロチクの花、クワズイモ、
う。 1 ヤクνマウスユキソク、 V ヤクナシガンピ、ヤクνマ
湿原地帯は、花江河の広い部分を占めている。みど| リシドウ、ヤクνマνライトソウ、ヒメコイワカガ
りの海底のような湿原のところどころの樹海から、山| ミ、キスミレ、サクラツツジ、ヒカゲツツジ、 ミツパ
尾根に向つては、点々として花闘岩の頂頭が配され、 | ツツジ ナシテシマシリヨウ、キシギシソワなどがあ
文字通り造闘の桜境! といったところだ。千年二千年| り、忙がしい旅のなかから、スケツチのノートを埋め
という屋久杉の萎縮型の枯木や、何千年か樹齢も知ら| ていったものだ。
れないという銀色の老杉は、美しい限りのオブジエ (1957.9.24. 東京にて摺筆入
で、 νヤクナゲ、アセビ、ツツジ、それに漢聞や湿原
にある 5 c mにもみたない草丈に、 何m m といった可| 江越女史の放送
憐な花々の群落を、また高山植物のお花畑を見ては、 l  この屋久島の話は安る 10月21日22日にラジオ神戸の
同行の方達とと全山そのまま持って帰えりたい人もあ! 教養講座の時間に屋久島植物の話、県花ノジギク及び
るでしょうねえミと話し合ったりした。 I六甲山特産植物について放送された。( 室井 縛)
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屋久島歌抄
(行程、 1957，5， 22ーし 4 )

桜島
消えのこるタ映とわれの聞にたつ桜島今日は噴周も
見えず
関門岳

小杉谷名木屋久杉
わが前にたっ阻角の屋久杉は千年二千年の齢を警は
ず
踏みスりし深潤の老移すこやかに木洞のなかに浄き
71<わく
杉木立しんとせる芦胸にきて行者ごときわれを寂し
む

空と海とのけじめに高き薩摩言富士むらさきけぶる果 i1:木魂神社〈クヰノレソ γ株〉
に目をやる |  

l  三千年の夢を沈めて静かなり屋久杉はただ亨々と簿
一渓港にて
今踏めるここが屋久島と自らに徴笑みかけし岸壁の
朝
永田岳
たたなづく永田岳の秀に朝光の美しき日よとのはて
の島に
しゃくなげ〈永田島にて〉
島の花山々の火ともえてゐむしゃくなげは匂ふ旅の
心に
尋常のよろこびならずさいはての岳に登りて花に逢
ひ得て

岳まゐりの花、しゃくなげ紀るを
しゃくなげを山のみ霊とかしこみて家に記るをとが
めあらすな

安房にて
屋久島の翠在的守の碑を前に現しきわれの歩みを思ふ
カジユマルの大樹
もつれ合ひまたかたまりて何百年カジユマノレは気根
を地上にさらす
気根長く地上にもつれてガジュマルはあやしき生命
にもえむとはせる

安房より小杉谷へ
〈小杉谷ヘトロリーにて600メートノレ登る〉

トロツコを操るジエノレパの限ざしをたのみて吾ら手
をつなぎ乗る

小杉谷にて( 中島権現千尋の滝〉
深翼書に湧きてはのぼる霧をすかし千尋の痛ははるか
に見ゆる
限底にのこりて匂ふきりの花山懸深く重要のごとくに
へゴ
みかえり見るへゴの大樹に直線光あたりて透るやは
らかき影

屋久島椿
とのはての島の原始林に散る椿大樹のかげにもだす
くれなゐ

太忠岳
メシヒノレの岳にぬかづき深薬害は何を祈りて今も生く
るや

ゆさくらつつじ
小杉谷木魂神社のかたはらのさくらつつじの深き花
いろ
三代杉
五千年の三代移に向きて停ち空をつきさす檎も見た
り
五千年老杉の根: 7 t 来だ朽ちずそれの潤に額下げて来
ぬ
小杉谷渓谷にて
渡りゆく幾本目かの丸木橋眼下二百メートノレちらと
岩尾ゆ

老杉に着生開花するνヤクナグ
深く積む実害あひの樹々の奨を踏みて仰ふぐ老移にν
ヤクナグもゆる

花の、江河にて
絵にしたく絵には得ならぬ花江河めぐりはみどりの
樹海に沈みて
つげの花
朝もやにつつまれてゆく花江河白きつげの花いっぱ
いにこぼる

花の江河にテγ トして二夜
花の江河の一夜は雨の音をきき麗の声きき烏の芦き
く

黒味岳にて
黒県民のはいびゃくしんの若手審に一本くれなゐに機
えていし花

古木老杉の立枯木
片陽でりのなかの老杉銀白色に雲ながれゆき霧つつ
みゆく
たてるみな銀白色の立柏木齢何千年夏選者のごとく

黒味岳より
連山のひだ幾十条雨けぶる永岡岳はるか宮の浦はる
カミ
モツチヨム岳
モツテヨム岳三百メートルの大岩峯なだるるにただ
自を見はり伶つ

ふともも
山すそにふともも匂ふ日しゃくなげの岳にもゆるを
見たるこの旅
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